

















































































































われるようになったものを選んで標準名称として採用すると説かれている点である。念の め、現代日本の事象になぞらえておこう。例えば、 魚のすり身の揚げ物 呼び名は、 地域により、 「さつま揚げ」 、「てんぷら」 、 「あげはん」等に分かれるが、最も広く使われている（？） 「さつま揚げ」をこの食品の正式名称として採用しようというのと同じである。荀子はそして、 「遠方異俗の郷」でもこの名称を標準とさせるとも言ってい 。　
次に荀子は、 人に関係する 「散名」 として、 「性」 「情」 「慮」 「偽」 「行」





















































































































































































と言われている。本としての『荘子』は、 内篇・外篇・雑篇に分かれ、内篇はほぼ荘周自身の著作と見ていいが、外篇・雑篇は主として荘周の後学の手になるもので、その所説には本来若干相違していたはずの老子の思想に接近しているも もあるとされている。以上のようにやや込み入った事情がある で、老子と荘子については、人物としてではなく、 『老子』 ・ 『荘子』 、つまり書物として扱うこととしたい。　
なお、筆者の『老子』 ・ 『荘 』理解は、福永の著書に多大なる恩


























ay of life ）を言うのに使った言葉であることを忘れてはならな


















































見するが、 「道」のコンセプトは『老子』とは異なると見た方がいい『荘子』の思想の最も中心にあるもの、 すなわち「道」は「万物斉同」という物の見方ないしは対処法であった。一方を美とし他方を醜したり、一方を善とし他方を悪としたりする相対的なものの見方から脱却すれば、事物間の対立と差別は消滅し、あらゆるものに差がなく同じだ ことになり、精神の安定が得られるという思想で
ある。物心ついて以来、 自他の差をはじめ、 事物間の差の認知をきっかけに始まる優越・劣等の感情、自己 も含 た対象の序列化、他者と比べての一時しのぎの虚妄な安堵等、心中に渦巻く種々 想念にさいなまれて生きている我々にとって、これ以上の救いはないかもしれない。
と
ころで、事物は細かく分別すればするほど、それに応じて名称





















































































































た所謂名家の人々の言説には、 『荘子』の万物斉同の思想との関連の感じられるものがある。一番わかりやすい例は「山と淵と平らかなり」で、常識から言えば、山が高く、淵が低いのだが、その差は相対的なものにすぎないから、差がなく平らだと う見方も成り立つのである。同様 、情欲は、多い人もいれば少ない人もいるしまた、多い時もあれば少ない時も のだが、一般に「情欲の多い」方が問題視され ことが多い
。しかし、 「多い」と「少ない」は相






















































あろう。多くの資料が網羅されていて、且つ実証性が堅固であり、文化大革命終結後まもないころの出版物であるが、今でもなお方面の研究の出発点として参照価値 高い学術書である。 「後記」によれば、原稿は文革前 六十年代初めま に きあ り、それを他の専門家たちに見せて意見を求め、満を持して出版したとのことである。　
筆者の今回のテーマに直接関係するのは、 『中国邏輯思想史』の
























のため果たせなかった。大室氏 文章は、筆者に っては、 『史記』老子伝に登場する孔子が言うところの「龍」のような存在なのである。しかし、読む人が読め 、きっと知的刺激 満ち溢れた世界がそこに広がっているのだろう 想像する。　
なお、本稿に関連する拙論として、今よりももっと稚拙なもので
はあるが、次の二点があ ことを申し添えておく。









思想名著」第二冊、 一九五八年） 。梁啓雄『荀子柬釈』 （臺湾商務印書館「国学基本叢書四百種」所収、 六六 も同内容。叔（述）任と啓雄は、前者が字、後者が名で、同一人物。
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10　「意」の「随う所」とは、 「意」 、すなわちあ 人 脳裏もしくは胸中その時々のシチュエーションに応じて形作られる、様々なディテールをも含んだコンセプトという意味で、筆者は理解してい 。例えば「暑い」という「意」は、夏になれば誰もが「言」をもって表現したくな ものであるが、その中身はそ たびごとに少しずつ違っ いて、そ 違いまで 言」
















加地伸行『中国論理 史研究――経学の基礎的研究』 、研文出 、
一九八三年。浅野裕一『中国古代の言語哲学』 、岩波書店、二〇〇三年。17　
大室幹雄『正名と狂言―古代中国知識人の言語世界』 、せりか書房、
一九七五年。18　大室前掲書「あとがき」三四七頁。
（しばた・きよつぐ
　
本学名誉教授）
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